
路上に寝ころぶヤンヨウガミ

祭りの最後を飾る三ツ車の神事

　
東
日
本
と
西
日
本
の
狭
間
に
位
置
す
る
三

河
周
辺
は
、
中
世
を
通
じ
様
々
な
内
乱
に
巻

き
込
ま
れ
、
時
に
は
戦
場
と
な
っ
た
。

　
戦
国
時
代
、
牛
久
保
の
地
で
勢
力
を
伸
ば

し
た
土
豪
に
牧
野
氏
が
あ
る
。
今
川
氏
・
松

平
氏
（
後
の
徳
川
氏
）
な
ど
と
の
間
に
あ
っ

て
、
牧
野
城
・
瀬
木
城
・
今
橋
城
（
後
の
吉

田
城
）
・
牛
久
保
城
を
築
城
し
な
が
ら
勢
力

を
広
げ
、
戦
国
の
世
を
生
き
抜
い
た
。

　
牧
野
氏
は
、
や
が
て
徳
川
氏
の
家
臣
と
な

り
、
家
康
の
関
東
移
封
に
伴
い
大お
お

胡ご

（
群
馬

県
）
、
長
峰
・
長
岡
（
新
潟
県
）
へ
と
転
封

す
る
。
三
州
牛
久
保
以
来
の
「
常
在
戦
場
」

の
気
風
は
越
後
長
岡
藩
に
も
受
け
継
が
れ
、

後
に
「
米
百
俵
」
の
逸
話
を
生
み
出
し
た
。

　
牛
久
保
町
内
の
神
社
に
は
、
牧
野
氏
を
は

じ
め
と
す
る
戦
国
武
将
の
所
領
安
堵
の
書
状

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
聖
寺
の

境
内
に
は
、
永
禄
3
（
1
5
6
0
）
年
の
桶

狭
間
の
戦
い
の
際
に
今
川
義
元
の
遺
体
を
埋

葬
し
た
と
さ
れ
る
胴
塚
が
あ
り
、
長
谷
寺
に

は
武
田
信
玄
の
軍
師
と
し
て
名
高
い
山
本
勘

助
の
遺
髪
塚
も
あ
る
。

　

祭
り
の
始
ま
り

　
若
葉
祭
は
、
牛
久
保
の
八
幡
社
の
例
大
祭

で
、
4
月
7
、
8
日
に
近
い
土
曜
日
に
宵
祭

り
が
、
日
曜
日
に
は
本
祭
り
が
行
わ
れ
る
。

　
若
葉
祭
と
い
う
名
の
由
来
は
、
元
禄
14

（
1
7
0
1
）
年
に
記
さ
れ
た
『
牛う
し

窪く
ぼ

密み
つ

談だ
ん

記き

』
に
よ
る
。

　
牧
野
成し
げ

時と
き

（
古こ

白は
く

）
は
、
若
宮
殿
（
八
幡

社
）
に
参
詣
し
た
時
、
主
君
の
今
川
氏
か
ら

馬
見
塚
（
豊
橋
市
の
吉
田
城
付
近
）
に
築
城

す
る
よ
う
命
を
受
け
た
。
成
時
は
こ
れ
を
当

社
の
御
恵
み
と
喜
び
、
以
後
毎
年
連
歌
の
発

句
を
詠
ん
で
若
葉
に
結
び
、
神
前
に
供
え
て

牧
野
家
の
武
運
長
久
を
祈
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
若
葉
祭
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
牧
野
氏
は
は
領
民
思
い
の
殿
様
で
、
祭
り

の
際
に
領
民
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
城
中

に
招
い
て
酒
食
を
ふ
る
ま
っ
た
。
酒
に
酔
っ

た
領
民
た
ち
は
帰
る
途
中
、
ご
ろ
ご
ろ
と
路

上
に
寝
転
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
様
子
を
今

に
伝
え
て
い
る
の
が
、
祭
り
の
神
幸
行
列
の

最
後
尾
を
受
け
持
つ
ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ
ミ
の
一
行

で
あ
る
。
路
上
に
寝
こ
ろ
ぶ
様
子
が
「
う
じ
む

し
」に
似
て
い
る
た
め
、
こ
の
祭
り
が
「
う
な

ご
う
じ
祭
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

祭
り
行
事

　
行
列
に
参
加
す
る
氏
子
は
、
上か
み

若わ
か

組
、
西に
し

若わ
か

組
、
神み

児こ

組
、
笹さ
さ

若わ
か

組
の
4
組
に
分
か
れ

て
い
る
。
各
組
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
を
象
徴

す
る
ダ
シ
（
豪
華
な
飾
り
の
つ
い
た
纏
）
や

山
車
、
踊
り
な
ど
が
あ
る
。

じ
ょ
う
ざ
い
せ
ん
じ
ょ
う

ま
と
い

ち
ょ
う
こ
く
じ

県
指
定
　
無
形
民
俗
文
化
財
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馬
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先
の
　
千
本
松
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西
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西
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サ
ー
　
ゲ
ー
ニ
モ
サ
ー
　
ヤ
ン
ヨ
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ガ
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ヤ
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ヨ
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５
０
０
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
牛
久
保
の
祭
り
で
、
ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ
ミ
が
う
た
う
。
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城跡

大山車の上で演じられるかくれ太鼓

笹踊り

◎

上
若
組
　
五
七
の
桐
に
千
成
瓢
箪
の
ダ

シ
・
大
山
車
・
囃
子
車
・
か
く
れ
太
鼓

◎

西
若
組
　
五
七
の
桐
に
紙
の
御
幣
の
ダ

シ
・
大
山
車
・
囃
子
車
・
か
く
れ
太
鼓

◎

神
児
組
　
扇
に
金
の
御
幣
の
ダ
シ
・
神

児
車
・
神
児
舞

◎

笹
若
組
　
笹
竜
胆
に
金
の
御
幣
の
ダ

シ
・
笹
踊
り
と
ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ
ミ

　
ダ
シ
は
、
神
様
の
依よ

り
代し
ろ

で
、
ど
の
組
で

も
大
切
に
扱
わ
れ
る
。
重
さ
は
、
お
よ
そ
35

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
長
さ
は
4
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

祭
り
の
神
事
と
芸
能
は
、
八
幡
社
及
び
獅

子
頭
の
送
迎
・
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

が
行
わ
れ
る
八
幡

社
と
天
王
社
の
往
復
道
中
な
ど
で
披
露
さ
れ

る
。

　

笹
踊
り
と
ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ
ミ

　
笹
若
組
か
ら
は
、
金
襴
の
服
に
裁
着
袴
を

着
た
大
太
鼓
一
人
と
小
太
鼓
二
人
か
ら
な
る

笹
踊
り
と
、
こ
の
踊
り
の
囃
子
方
で
あ
る
30

人
ほ
ど
の
ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ
ミ
が
加
わ
り
、
行
列

の
最
後
尾
に
つ
く
。

ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ
ミ
は
、
「
サ
ー
　
ゲ
ー
ニ
モ

サ
ー
　
ヤ
ン
ヨ
ー
ガ
ミ
モ
　
ヤ
ン
ヨ
ー
」
と

囃
し
、
路
上
に
寝
こ
ろ
ぶ
。
寝
こ
ろ
ん
だ
ら
、

仲
間
か
ら
手
を
指
し
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
た

と
え
雨
が
降
っ
て
い
て
も
起
き
上
が
っ
て
は

な
ら
な
い
。

　

か
く
れ
太
鼓

　
八
幡
社
鳥
居
前
に
は
上
若
組
と
西
若
組
の

大
山
車
が
控
え
、
還か
ん

御ぎ
ょ

の
行
列
が
近
づ
い
て

く
る
と
、「
か
く
れ
太
鼓
」
と
呼
ば
れ
る
稚

児
舞
の
迎
え
打
ち
が
始
ま
る
。

こ
の
舞
い
は
、
唐か
ら

子こ

（
中
国
風
）
の
よ
う

な
衣
装
を
着
た
小
中
学
生
が
、
笛
や
小
太
鼓

に
合
わ
せ
て
首
を
振
り
な
が
ら
踊
る
も
の
で
、

中
で
も
欄
干
か
ら
体
を
半
分
以
上
乗
り
出
す

動
作
は
圧
巻
で
あ
る
。
初
め
て
見
る
人
の
中

に
は
、
稚
児
を
か
ら
く
り
人
形
と
見
間
違
え

て
し
ま
う
人
も
い
る
。

　

三
ツ
車

　
2
日
間
の
祭
り
の
中
で
、
最
も
盛
り
上
が

る
の
が
、
本
祭
り
の
還
御
の
行
列
が
八
幡
社

に
到
着
し
た
後
に
行
わ
れ
る
三
ツ
車
の
神
事

で
あ
る
。

　
午
後
7
時
頃
に
行
列
の
先
頭
が
八
幡
社
に

到
着
し
、
最
後
尾
の
ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ
ミ
が
八
幡

社
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
年
番
の
青
年
正
副

総
長
は
4
組
に
渡
り
（
連
絡
）
を
つ
け
、
三

ツ
車
の
神
事
の
準
備
完
了
を
正
副
祭
事
長
に

報
告
す
る
。
祭
事
長
の
合
図
で
三
ツ
車
の
神

事
が
始
め
ら
れ
る
と
、
一
斉
に
神
児
車
の
神

児
舞
、
大
山
車
の
か
く
れ
太
鼓
が
始
ま
る
。

　
上
若
組
、
西
若
組
、
神
児
組
は
、
二
つ
の

大
山
車
・
神
児
車
・
笹
若
組
の
前
で
競
い
合

う
よ
う
に
ダ
シ
の
つ
き
廻
し
を
行
う
。
そ
の

後
、
笹
若
組
が
神
児
車
、
大
山
車
の
前
で
ダ

シ
の
つ
き
廻
し
と
笹
踊
り
を
行
う
、
神
児
舞

の
終
了
後
に
祭
事
長
が
解
散
の
合
図
を
行
う
。

す
る
と
、
各
組
の
ダ
シ
は
掛
け
声
と
と
も
に

一
気
に
会
所
へ
退
い
て
行
く
。
先
ほ
ど
ま
で

の
喧
騒
が
一
気
に
引
き
、
神
社
の
周
り
は
静

寂
に
包
ま
れ
る
と
祭
り
は
終
演
と
な
る
。

　

祭
り
を
学
ぶ
子
ど
も

　
牛
久
保
小
学
校
で
は
、「
み
つ
が
し
わ
学

習
」（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
や
生
活
科

で
、
地
域
の
こ
と
や
学
校
の
歴
史
な
ど
を
学

ん
で
い
る
。

　
5
年
生
は
、
若
葉
祭
に
つ
い
て
調
べ
、
八

幡
社
氏
子
の
み
な
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
学
習
発
表
会
で
笹
踊
り
や
ヤ
ン
ヨ
ウ
ガ

ミ
の
踊
り
を
披
露
し
て
い
る
。
平
成
23
（
2

0
1
1
）
年
か
ら
は
、
若
葉
祭
に
も
参
加
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
組
が
評
価
さ
れ
、
本
年
度
、

愛
知
県
教
育
委
員
会
の
あ
い
ち
文
化
遺
産
保

存
活
用
推
進
事
業
「
伝
統
文
化
出
張
講
座
」

に
選
ば
れ
た
。

た
っ
つ
け
は
か
ま

お
お
や
ま


